
吉
賀
町
の
人
口
・
世
帯
数

（
平
成

2
8
年

1
1
月

1
日
現
在
）

 
人
　
口
　
6
,
4
0
4
人
　
（
-
 
9
）

 
　
男
　
　
3
,
0
1
6
人
　
（
-
 
2
）

 
　
女
　
　
3
,
3
8
8
人
　
（
-
 
7
）

 
世
帯
数
　
3
,
1
7
4
世
帯

(
+
 
1
）

（
　
）
内
は
前
月
と
の
比
較
　

よ
し
か

広
報

２
０

１
６

年
（

平
成

２
８

年
）

１
２

月
号

・
№

１
３

４

朝
霧

に
包

ま
れ

て
柿
木
村
麦
山
よ
り
撮
影
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お知らせ

混ぜればごみ、分ければ資源　ごみの分別特集『容器包装プラスチック』

間違った分別をしていませんか？

税務住民課（環境衛生係）☎７７－１１１３

問い合わせ先

　今回は、容器包装プラスチックごみ（ピンク色の字の袋）に、よく間違って混入されているごみの品目

について特集しました。間違ったごみは、分別作業を困難にし、機械を止める原因となりますので、正し

い分別をお願いします。

ひきつづき適切な排出にご協力をお願いします。

間違って混入した例 正しい分別

紙オムツ

燃やせるごみ

（赤色の字の袋）

乾燥剤・保存剤

弁当の残飯・割り箸

紙製容器

使い捨てカイロ

スポンジ

商品プラスチック

（黄色の字の袋）

歯ブラシ・歯間ブラシ

フォーク・スプーン（プラ製）

ビニールひも

レジャーシート

吉賀町地域おこし協力隊が新たに活動開始

吉賀町地域おこし協力隊として、１０月より新たに１名が就任し、活動を開始しました。

有機茶ブランド化事業において有機茶生産促進研修員として、茶の栽培・製茶支援等を行っています。

　吉賀町のお茶のすばらしさを発信していきます。皆様の

お庭のお茶のことも教えてください！町内で見かけた際は

気軽に声をかけていただければと思います。よろしくお願

いいたします。

有機茶生産促進研修員　上
うえはら

原美
みなこ

奈子

オムツは可燃ごみ

スポンジは商品プラ

ハブラシ等は商品プラ

中身を使い切って洗浄を
レジ袋に他の物を入れない、
レジ袋をしばらない

氏名を書いて排出を
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お知らせ

第６８回人権週間について

１２／４
１２／１0～（日）

（土）

　「世界人権宣言」が国際連合総会において採択されてから、今年で 68 周年を迎えます。

国際連合は、この世界人権宣言採択を記念して毎年 12 月 10 日を「人権デー」と定め、加盟国に

人権擁護活動推進のための行事を実施するよう要請しています。

　我が国では、「人権デー」を最終日とする 12 月 4 日から 10 日までの 1週間を「人権週間」と定め、

世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努めており、全国各地で啓発活

動が行われるとともに、各地で特設人権相談所を開設します。これは人権問題ではないだろうか

と感じることや、悩みごとや困りごとをお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

　また、法務局では、平日の毎日、職員や人権擁護委員が人権に関するご相談をお受けしています。

21 世紀が「人権の世紀」であることを改めて思い起こし、私たち一人一人が「人権」を尊重す

ることの重要性を正しく認識し、明るく豊かな住みよい社会を作りましょう。

共通ナビダイヤルみんなの人権 110 番　☎　０５７０－００３－１１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最寄りの法務局につながります）

問い合わせ先

子どもサポート情報

●オンラインゲームに関する相談が後

を絶ちません。高額の請求を受ける

ケースも見られます。

●クレジット決済のために親が入力し

たクレジットカード番号が有効になっ

ていて、子どもが自分で番号を入力し

なくても、オンラインゲームに課金が

出来てしまうケースなども見られま

す。クレジットカード番号の管理は十

分注意しましよう。

●オンラインゲームは料金体系や決済

方法が多様化しています。周りの大人

はオンラインゲームの仕組みについて

理解し、ゲームの遊び方やルールにつ

いては子どもと決めておくようにしま

しょう。

●困ったときは、お住まいの自治体の

消費生活センター等に相談しましょう

（消費者ホットライン１８８）。
発行：独立行政法人国民生活センター　本文イラスト：黒崎玄
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お知らせ

除雪についてお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なうことにしています。

　道路上への私物の放置、路上駐車及び道路上へ覆い被さるように茂っている立竹木は、除雪作業の

支障となりますので事前に撤去、移動等お願いします。除雪により道路管理上、支障となる立竹木に

ついては、除雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭において

散布していただきますようお願いします。

　凍結防止剤のなくなったところや、新に設置してほしい箇所については、連絡をしていただければ

配置します。除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ、

連絡をお願いします。除雪作業後は、民家前にも堆雪しますのでご迷惑をおかけすることが多いかと

思いますが、除雪の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご理解、ご協力をお願い

します。

規制期間　　平成２８年１２月１５日　　８ ： ００から

　　　　　　　　平成２９年　３月１５日　１７ ： ００まで （終日）　

津和野土木事業所管内　冬期通行不能箇所図

冬期通行不能区間

町道は、役場建設水道課　☎７９－２２１２

国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　☎７２－０５３２

問い合わせ先

芦
谷
口
橋
付
近

郡
界

県道　匹見左鐙線

Ｌ＝５．１km

県　

境

小
中
河
内
橋
付
近

県道　柿木山口線

Ｌ＝４．１km

県道　柿木津和野停車場線

　　　Ｌ＝４．０km
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お知らせ

水道管の凍結にご注意！

　凍結による水道管や器具の破損が心配な季節となりました。毎年のことながら水道管の凍結防

止についてお伝えします。

　むき出しになっている水道管は、保温材や電気ヒーターを巻きつけて保温を行うことが有効で

す。水を少しずつ出しておくことも一般的に行われていますが、これは水道施設の容量を圧迫す

る要因の 1つともなりますので、水を出しておく場合には適量を守ってください。

凍結防止対策について

吉賀町役場建設水道課　☎　０８５６－７９－２２１２

問い合わせ先

　町指定水道工事業者に修理を依頼してください。（修理は有料となります。）修理をしないで放っ

ておくと、使っていない水にお金を支払わなければいけないということになりますので、まずは

修理をしましょう。

　漏水によって使用料金が通常より過大となった場合は、その一部を減額する制度があります。

もし漏水が発生してしまったら

　漏水の有無は次の手順で水道メーターを点検することにより確

認できます。

①家中の全ての水道を閉める

②水道メーターのパイロット（銀色のこま）が回転していないか

　確認する。

　パイロットが回転していれば、漏水している可能性があります。

指定水道工事業者に連絡して修理等を依頼してください。

家庭でできる漏水検査

　冬季に空き家で漏水が発生し、水道施設の容量を圧迫した結果、断水になったケースがあります。

空き家を所持・管理されている方は、メーター横のバルブを閉めて漏水対策をお願いします。

空き家について
このこまが回っていますか？

水道管凍結　【集会所、自治会館、公民館も注意！】

●空き家住宅

●集会所

●自治会館

●公民館

●農業倉庫

●車庫・離れ家屋

●ビニールハウス・農業施設　等

普段不在（人がいない）施設は特に注意！

吉賀町役場企画課　☎　０８５６－７７－１４３７

問い合わせ先

●地区の施設は見回りをお願いします。

●給湯器等の室外の水抜きも忘れずに。

●近隣に空き家があり、所有されている方

　が分かる場合は連絡を取り合い、趣旨に

　ご協力頂けますようお願いいたします。

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
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サクラマス 吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

10
月
21
日
～
23
日
の
３
日
間
、
支
援
室

の
２
名
で
海
士
町
に
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
海
士
町
の
隠
岐
島
前
高
校
は
、
廃
校

の
危
機
か
ら
、
町
ぐ
る
み
で
「
高
校
の
魅

力
化
」
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
成
果
を
挙

げ
て
い
る
学
校
で
す
。
全
国
各
地
か
ら
、

こ
の
取
組
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
期
間
中

も
、
全
国
の
教
育
関
係
者
の
方
が
大
勢
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
高
校
の
施
設
見
学
と
島
前
高

校
と
交
流
し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
高

校
の
校
長
先
生
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
「
島
の
教
育
会
議
」
と
題

し
て
、
講
演
や
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
島
前
高
校
の
生
徒
さ

ん
も
い
て
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
海
士
町
の
学
習
セ
ン
タ
ー

海
士
町
視
察
、
研
修
会
で
感
じ
た
こ
と

宿泊施設：三燈研修交流センター

大
活
躍
。
施
設
内
の
案
内
を
し
た
り
、
質

問
に
答
え
た
り
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

３
日
間
の
視
察
と
研
修
会
を
終
え
、

様
々
な
こ
と
を
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
て
・

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
感
じ

た
の
は
、「
強
い
想
い
」
と
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
で
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
の
明
る
い
未
来
を
想
う
気

持
ち
や
子
ど
も
達
・
生
徒
達
を
想
う
気
持

ち
が
、
町
の
未
来
や
生
徒
達
を
大
き
く
動

か
す
」
と
い
う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
強
い
想
い
を
共
有
し
協

働
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
も
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
は
困

難
な
こ
と
も
実
現
可
能
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
吉
賀
高
校
支
援
室
が
設
置
さ
れ

て
、
８
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
得
た
「
学
び
」
を
吉
賀

と
高
校
の
宿
泊

施
設
の
見
学
、

寮
に
つ
い
て
の

講
話
や
協
議
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
県

外
生
徒
の
方
が

高
校
や
吉
賀
町

の
さ
ら
な
る
魅

力

化

に

向

け

て
、
最
大
限
に

生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
内　

直
也

『親
子
de
体
験
事
業　

 

～
親
子
で
一
緒
に
吉
賀
町
を
体
感
し
よ
う
～
』

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

　

吉
賀
町
の
教
育
の
核
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今

回
は
教
育
委
員
会
主
催
で
開
催
し
た
『
親

子
で
吉
賀
町
の
良
さ
を
体
感
す
る
取
組
』

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

９
月
24
日
（
土
）
、
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ

メ
ル
の
遠
藤
大
輔
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
『
親
子
de
発
掘
体
験
講
座
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
23
名
の
親
子
や
大
人
の
方
の

参
加
が
あ
り
、
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
専
門

の
ハ
ン
マ
ー
で
発
掘
を
し
な
が
ら
、
太
古

の
時
代
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
日
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
発
掘
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
時
代
に
生
息
し

て
い
た
二
枚
貝
「
プ
レ
ウ
ロ
ミ
ヤ
」
が
発

掘
さ
れ
ま
し
た
。

＊
吉
賀
町
は
山
陰
で
唯
一
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が

発
掘
で
き
る
地
で
す
。
こ
れ
ま
で
吉
賀
町
で

は
お
よ
そ
１
億
８
千
万
年
前
～
１
億
９
千
万

年
前
の
地
層
か
ら
３
種
類
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
（
月
）
体
育
の
日
、
『
親
子

de
楽
し
く
体
を
動
か
す
講
座
（
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
）
』
を

真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
の
上
で
行
い

ま
し
た
。
中
学
生
も
含
め
総
勢
50
名
が
参

加
さ
れ
、
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

田
丸
さ
ん
・
齋
藤
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
を
交
え

て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
親
子
で
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
初
め
て
体
験
さ

れ
る
方
も
多
く
、
ボ
ー
ル
の
中
に
入
っ
て

体
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
、
す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
親
子
で
一
緒
に
吉
賀
町
を
体
感

す
る
取
組
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

「
豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
」
の
中
で
「
豊

か
な
学
び
や
体
験
」
の
機
会
が
増
え
、
吉

賀
町
へ
の
、
思
い
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

10/10 バブルサッカーの様子

9/24 発掘体験講座の様子

公営塾：隠岐の國学習センター
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できごと・話題
　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
パ
ー
ト
Ⅰ
で

加
工
し
た
一
次
加
工
品
を
二
次
加
工
し
た

後
、
販
売
で
き
る
形
に
し
ま
し
た
。
今
回

も
有
限
会
社
職
彩
工
房
た
く
み
の
尾お

ざ
き崎

正ま
さ
と
し利

さ
ん
を
講
師
に
、
製
品
づ
く
り
に
加

え
、
原
価
計
算
の
仕
方
や
価
格
設
定
に
つ

い
て
も
講
義
が
あ
り
、
加
工
、
販
売
を
続

け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ま

し
た
。

　

受
講
生
は
、
加
工
し
た
後
、
包
装
し
て
、

ラ
ベ
ル
・
食
品
表
示
を
貼
る
こ
と
を
通
し

て
、
製
品
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
受

講
生
が
作
っ
た
ラ
ベ
ル
は
個
性
豊
か
で
、

素
敵
な
製
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー

第
２
回　

素
材
の
下
処
理
＆

　
　
　

製
品
づ
く
り
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

～
パ
ー
ト
Ⅱ
～

ラベルは受講生の作品

　

第
３
回
で
は
美
味
し
い
漬
け
物
づ
く
り

を
学
び
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
、
吉
賀
町
の
素

材
を
生
か
し
た
加
工
品
が
一
つ
で
も
多
く

誕
生
し
、
吉
賀
町
が
よ
り
魅
力
の
あ
る
町

に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
加
工
品
の
食
品
表
示
に
つ
い
て
、

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ジャムの粘度を調整中

「加工食品の食品表示」（参加無料）

日時：平成２８年１２月１２日（月曜）

　　　13：30 ～ 15：00

場所：吉賀町交流研修センター研修室

　　　（吉賀町真田　六日市学園の隣）

講師：益田保健所　永井　元　氏

申込み・問合せ先：役場産業課

　　　　　　　　　☎７９－２２１３

公開講座

　

10
月
１
日
よ
り
六
日
市
病
院
内
科
に

新
し
く
常
勤
医
師
と
し
て
安
浩
義
先
生

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
先
生
は
、
山
口
県
長
門
市
仙
崎
の

生
ま
れ
で
、
小
学
校
２
年
生
ま
で
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
関
東
地
域
に

移
住
さ
れ
、
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業
後

は
船
橋
市
の
船
橋
二
和
病
院
で
研
修
を

開
始
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
「
地
域
医

療
」
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
全
て
の
科
を
回
る
研
修
を
行
っ
て

い
た
そ
の
病
院
を
選
び
ま
し
た
。

　

「
地
域
医
療
」
に
携
わ
る
場
合
の
「
地

域
」
と
し
て
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
自

分
の
故
郷
で
あ
る
山
口
県
や
中
国
地
方

で
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
前
職
場
の
影
響
で
、
リ
ハ
ビ

リ
に
力
を
入
れ
て
い
る
＝
生
活
や
社
会

背
景
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル
で
患
者
を
と

ら
え
る
視
点
が
強
い
こ
と
も
大
切
な
条

件
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭

に
情
報
収
集
を
し
て
い
た
中
で
、
六
日

市
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
会
い
、

そ
こ
か
ら
は
、
「
患
者
さ
ま
第
一
の
医

よ
う
こ
そ
六
日
市
病
院
へ
！

　

 

安あ
ん 

浩ひ
ろ
よ
し義 

(54) 

先
生 

着
任

療
・
看
護
・
介
護
の
実
践
と
地
域
医
療

へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
る
地
域
唯
一
の
病

院
と
し
て
の
強
い
自
負
と
使
命
感
が
ヒ

シ
ヒ
シ
と
伝
わ
り
、
自
ら
が
そ
こ
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

実
際
、
六
日
市
病
院
で
働
き
始
め
て

感
じ
た
の
は
、
医
者
が
働
き
や
す
い
環

境
で
あ
る
こ
と
、
職
種
ご
と
の
役
割
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
患
者
の
生
活
環
境
や
社
会
的
条
件

な
ど
へ
の
関
心
や
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
意
識

が
高
い
こ
と
で
は
想
像
以
上
で
し
た
。

　

今
後
、
自
身
の
診
療
能
力
向
上
の
た

め
、
常
に
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
こ

の
吉
賀
地
域
の
状
況
を
把
握
し
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
課
題
に
対
し
取
り
組
む
こ

と
、
自
身
が
今
ま
で
関
心
を
抱
い
て
た

嚥
下
や
誤
嚥
性
肺
炎
・
重
複
障
害
の
あ

る
高
齢
者
へ
チ
ー
ム
医
療
を
さ
ら
に
発

展
さ
れ
る

こ
と
な
ど

を
目
標
に

し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

内科に着任された安浩義先生

ま
ち
の
ひ
と
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できごと・話題
　

10
月
15
日
（
土
）
、
第
５
回
よ
し
か
立

志
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
大

分
県
佐
伯
市
に
本
社
を
置
く
、
建
設
業

の
「
谷
川
建
設
工
業
株
式
会
社
」
取
締
役

河か
わ
む
ら村

雄ゆ
う
た太

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、「
風

呂
敷
の
広
げ
か
た
」
と
題
し
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
曽
祖
父
が
満
州
で
立
ち
上
げ

た
の
が
始
ま
り
で
、
土
木
・
建
築
・
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
な

ど
事
業
を
拡
張
し
、
総
合
土
木
会
社
と
し

て
63
年
の
実
績
を
持
っ
て
い
る
会
社
で

す
。
今
回
の
講
義
で
は
、
取
締
役
に
な
る

ま
で
の
自
身
の
経
歴
と
入
社
後
の
取
組
に

つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
村
さ
ん
は
、
16
歳
で
ア
メ
リ
カ
へ
留

学
し
、
周
囲
の
影
響
か
ら
起
業
の
願
望
を

抱
き
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
で
不
動
産
賃

貸
業
や
広
告
代
理
店
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
時
期
の
経
験
で
、
「
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
て
も
、
資
金
が
無
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ

ス
に
転
化
で
き
な
い
」
と
感
じ
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
び
方
、
身
の
丈
に

あ
っ
た
事
業
運
営
が
重
要
と
気
付
い
た
こ

と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
す
の
「
よ
し
か
経
済
」
を
担
う

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾

　
　
　
　
　

第
５
回
講
座
開
催
！

　

事
業
が
波
に
乗
り
か
け
た
矢
先
、
祖
父

の
危
篤
を
受
け
、
一
時
帰
国
。
社
内
で
起

こ
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ
の
事

業
を
整
理
後
、
同
社
へ
の
入
社
に
至
り
ま

し
た
。

　

入
社
後
は
、
公
共
工
事
に
依
存
し
て
い

た
古
い
体
質
や
部
署
間
の
交
流
が
な
い
こ

と
等
の
問
題
解
決
に
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
一
歩
一
歩
着
実
に
成
果
を
挙
げ
、
周
囲

の
信
頼
を
得
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

役
員
の
改
選
や
下
請
け
事
業
へ
の
参
入
、

積
極
的
な
営
業
活
動
な
ど
、
社
内
改
革
を

行
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
企
業
風
土
を
学
ん
だ
河
村

さ
ん
は
、
今
ま
で
の
経
験
と
実
践
の
知
識

を
生
か
し
、
同
社
に
デ
ザ
イ
ン
設
計
部
門

「
ｚ
ａ
ｕ
ｒ
ａ
ｓ
（
ザ
ウ
ラ
ス
）
」
を
設
立
。

本
社
の
建
築
設
計
の
委
託
を
受
け
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
基
軸
と
し
た
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
で
顧
客
を
確
保
し
、
２
０
１
６
年
に

は
独
立
さ
せ
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

会
社
が
取
り
組
む
地
域
貢
献
事
業
か
ら

も
、
新
し
い
企
業
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
、

新
た
な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
顧
客
の
幅
も
小
額
単
価
の
商
品
を

作
る
こ
と
で
拡
げ
て
い
く
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
が
、
企

業
の
発
展
に
成
果
を
挙
げ
て
き
て
お
り
、

塾
生
も
河
村
さ
ん
の
発
想
力
と
行
動
力
に

大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
～
２
日
、
松
江
市
で
輝
け
イ
レ

ブ
ン
し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
の
秋
完
成
し
た
Ｔ
Ｓ
Ｋ
新
社

屋
で
島
根
県
内
の
町
村
が
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
た
め
、
松
江
市
に
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
屋
台
や
特
産
品
の
販
売
、
ス

テ
ー
ジ
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
か
ら
は
よ
さ
こ
い
紅
蝶
連
の
皆

さ
ん
に
出
演
い
た
だ
き
、
今
年
の
新
米
焼

島
根
の
町
・
村
集
合
！

　

輝
け
イ
レ
ブ
ン
し
ま
ね

　
　

町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

き
お
に
ぎ
り
な
ど

を
販
売
し
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま

れ
多
数
の
来
場
者

で
会
場
を
埋
め
尽

く
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

キーワード
　

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち

を
支
え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、

講
師
陣
や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
第
３
期
生
（
平
成

28
年
・
29
年
度
）
の
２
年
間
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

講師の河村雄太氏
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できごと・話題

　

11
月
19
日
、
一
足
早
く
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

衣
装
は
サ
ロ
ン
で
用
意
し
た
カ
ボ
チ
ャ

パ
ン
ツ
を
お
友
達
と
お
揃
い
で
は
い
た

り
、
子
ど
も
さ
ん
の
身
体
に
合
わ
せ
て
お

母
さ
ん
が
用
意
さ
れ
、
カ
ボ
チ
ャ
や
魔
女

な
ど
に
変
装
し
ま
し
た
。

　

部
屋
で
「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト
リ
―

ト
！
」
の
合
い
言
葉
を
練
習
し
て
か
ら
み

ん
な
で
出
発
！
吉
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
各
部
署
を
回
り
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き

い
お
友
達
は
「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト

リ
ー
ト
！
」
と
言
い
、
小
さ
い
お
友
達
も

「
ち
ょ
う
だ
い
！
」
と
手
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
菓
子
を
頂
く
と
「
あ
り

子
育
て
サ
ロ
ン

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

が
と
う
」

の
お
礼
も

き
ち
ん
と

で
き
ま
し

た
。

ハロウィンパーティーに集まった親子

　

10
月
23
日
、
吉
賀
町
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

[

よ
し
か
み
ら
い]

で
島
根
県
社
会
人
２

部
リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
社

会
人
チ
ー
ム
紫
逅
倶
楽
部
が
年
間
リ
ー
グ

を
戦
い
抜
き
見
事
、
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

鹿
足
郡
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
紫
逅

倶
楽
部
。
メ
ン
バ
ー
の
多
数
は
Ｕ
タ
ー
ン

で
故
郷
鹿
足
郡
に
戻
り
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

上
位
ス
テ
ー
ジ
１
部
を
目
指
し
て
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

島
根
県
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

　
　
　
　

紫し
こ
う逅

倶
く
ら
ぶ

楽
部
２
部
優
勝

　

11
月
３
日
、
吉
賀
町
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

[

よ
し
か
み
ら
い]

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１

周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
鹿
足
郡
内
の
小
学
生
・
保

護
者
約
70
名
が
集
い
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子

で
楽
し
く
交
流
試
合
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い

ま
し
た
。
同
時
に
郡
内
の
幼
児
を
対
象
に

紫
逅
倶
楽
部
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
も

行
わ
れ
、
約
30
名
の
幼
児
が
社
会
人
と
一

緒
に
体
を
動
か
し
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
終
了
後
は
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
の
グ
ッ
ズ
抽
選
会
、
地
元
田
丸
地
区

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
紫
逅
倶
楽
部
の
豚
汁

真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
『
よ
し
か
み
ら
い
』

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
周
年
記
念
事
業
開
催

一
日
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
職
場
や
有
志
で
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
中
高
職
域
、
有
志
に
よ
る
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
、
職
場
で
一
緒
に
働
く
仲
間
で
組
ま

れ
た
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
で

ド
ッ
と
歓
声
が
沸
き
、
た
ま
に
笑
い
が
あ

り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
一
日
を
通
し
約

２
５
０
名
の
参
加
者
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１

周
年
を
盛
大
に
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

を
堪
能
し
、
白
谷
神

楽
社
中
の
公
演
を
観

覧
し
ま
し
た
。
体
も

心
も
お
腹
も
満
足
の
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今
月
の
本
の
紹
介
（
柿
木
公
民
館　

図
書
室
の
本
）

吉
賀
町
立
図
書
館

「
新
聞
を
読
む
子
ど
も
は
」
学
力
が
高
い

　

某
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
正
答

率
が
「
新
聞
を
ほ
ぼ
毎
日
」
読
ん
で
い
る
子
ど
も
が
、
「
週

に
３
回
」
、「
月
に
１
～
３
回
」
あ
る
い
は
「
全
然
読
ま
な
い
」

子
ど
も
に
比
べ
て
全
て
の
教
科
で
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
聞
や
本
な
ど
に
触
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、
学
校
で
教

わ
る
量
の
数
十
倍
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

普
段
か
ら
「
学
び
の
量
」
が
豊
富
に
な
り
、 「
知
る
」
「
考

え
る
」「
解
る
」
と
い
う
「
学
ぶ
」
の
姿
勢
が
自
然
に
備
わ
っ

て
く
る
そ
う
で
す
。

９
割
の
ね
こ
背
は
自
分
で
治
せ
る　

小
池　

義
孝　
　

中
経
文
庫

お
し
り
を
鍛
え
る
と
一
生
歩
け
る　

松
尾
タ
カ
シ　
　

池
田
書
店

呼
吸
か
ら
体
の
コ
ア
を
変
え
る　
　

村
上
貴
弘
・
高
橋
忠
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
社
出
版

体
幹
×
呼
吸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

目
を
温
め
る
と
身
体
が
自
然
に
よ
み
が
え
る
！　

森
岡　

清
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
チ
ュ
ア
リ
出
版

地
震
い
つ
も
ノ
ー
ト　
　
　
　
　
　

渥
美　

公
秀　
　

ポ
プ
ラ
文
庫

君
の
名
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
海　

誠　
　
　

角
川
文
庫

見
て
る
、
知
っ
て
る
、
考
え
て
る　

中
島　

芭
旺　
　

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

ま
こ
と
の
華
姫　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中　

恵　
　
　

角
川
書
店

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

図書館だより

吉賀町立図書館

 [ １２月のみたい号巡回日 ]

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２１日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　２２日

柿木小学校 11/29・１５日　柿木中学校　１５日

蔵木小学校 11/30・１４日　蔵木中学校　１４日

七日市小学校　１・１３日　吉賀中学校　１３日

朝倉小学校　　２・１６日　六日市小学校　８日

＊都合により日程変更の場合があります。

＊柿小・蔵小の１回目巡回は11月末になってます。 

[ 図書館の休館日 ]

＊毎月曜日と祝日は休館日です。

[図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００　

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
11
月
は
「
椛
谷
愛
宕
神
社
社
叢
」「
本

覚
寺
の
鰐
口
」な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

12
月
は
、
「
大
岡
山
と
禁き

ん
ご
ろ
う
い
わ

護
路
岩
」
「
オ
ヤ

ニ
ラ
ミ
」
「
本
覚
寺
跡
と
河
子
湿
布
」
「
ヒ

メ
バ
イ
カ
モ
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
の
御
礼
】

　

10
月
22
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
、
恒
例

の
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
ー
の
初
日
は
、

民
話
サ
ー
ク
ル　

「
ぽ
ん
ぽ
こ
り
ん
」
さ

ん
の
紙
芝
居
を
上
演
し
、
約
30
名
の
方
々

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
期

間
中
、
多
目
的
室
で
は
、
保
育
所
の
園
児

に
よ
る
読
書
感
想
画
１
０
１
点
の
展
示
や

古
本
市
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

古
本
市
の
収
益
金
約
１
５
，
０
０
０
円
は
、

児
童
図
書
を
購
入
い
た
し
ま
す
。
図
書
の

ご
寄
贈
や
作
品
の
応
募
な
ど
、
皆
様
に
ご

　　《図書館利用状況１０月》

　●貸出総数　４，４７６冊

　●貸出人数　　 ５９８人

　●来館者数　　 ９６２人

　《ベスト・リーダー！１０月》

「　帰郷　」　　　　　　　　浅田　次郎　著

「かんたんがおいしい！」　　足立　洋子　著

「みつえばあちゃんとボク」　岡野　雄一　著

「光る壁画」　　　　　　　　吉村　　昭　著

「危険なビーナス」　　　　　東野　圭吾　著

[ お知らせ ]

・１２月２８日（水）～１月５日（木）まで

休館になりますので、返却本は玄関横の返却口に

入れて下さい。

ご支援ありがとうございました

【図書寄贈の御礼】

田原敏郎　様（益田市）

ありがとうございました。

支
援
を
い
た

だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
図
書

館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
物
事
を
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
と
理
解
し
た
り
、
物
事
に
対
し
て
「
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
を
持
っ
た
り
す
る
き
っ
か
け
が
た
く
さ
ん
身
に
つ
い
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
序
々
に
学
校
図
書
館
に
新
聞
を
置
く
学
校
が
増
え
て
き
て

い
る
そ
う
で
す
。(

池
上　

彰　

著
書)
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保健福祉だより

健康コーナー 　このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。自身

の生活習慣の見直しと実践に役立ててもらえればと思います。

　今回は『ウォーキング・踏み台昇降運動』　についてご紹介します。

寒い時期のウォーキングを楽しむための工夫

１．「厚着」よりも「重ね着」でしっかり防寒を！体温調節ができる服装を選びましょう。

　●インナーは、暖かくて通気性がよいものを選びましょう

　●インナーの上には、やや厚めで汗を吸っても乾きやすい、フリースなどがお勧め。

　●アウターは、風を通さないナイロン性のジャンパーやヤッケなど。

２．小物を活用して、からだを冷やさないようにしましょう。

　　帽子、マフラーやネックウォーマー、手袋、厚手の靴下、マスクなど。

３．準備体操を入念に行いましょう。

４．水分摂取を忘れずに。からだを冷やさないよう、常温や暖かい飲み物を飲むのがお勧め。

５．暗い時間帯にウォーキングをする場合は、できるだけ明るい色の服、夜間反射材、

　　ライトなどを身につけましょう。

６．帰ってきたら、手洗い・うがいもお忘れなく。

７．気温が低く足元が見えにくい早朝や夜間遅くのウォーキングは、できるだけ避けたほうが

　　安全です。

８．足元が悪い日や体調不良時は、無理せずお休みすることも大切です。

　寒い時期のウォーキングは、体温を維持するために大量のエネルギーを消費

するため、他の季節よりもダイエットには有効とされています。

　一方、急激な温度変化による血圧の急変や血管障害（心筋梗塞、脳卒中）、

雪道や凍結した路面での転倒など、冬特有の注意点もあります。気候や自分の

体調などを考慮して、自分に合った運動を無理なく行えるといいですね。

ウォーキング寒い時期の を安全に楽しむために

踏み台昇降運動寒い時期でも安心！自宅でできる のすすめ

踏み台昇降運動の良い点

●天気に関係なくできる。

●家の中で、自分が好きなときにできる。

●好きなテレビを観たり、音楽やラジオを聴きながらでもできる。

●ウォーキングと同じく、脂肪燃焼効果がある『有酸素運動』である。

●太ももなどに筋肉がつく。

やり方

●踏み台の高さは 10 ～ 20cm の範囲で、自分に合った高さを選びます。

●息が切れない程度のスピードで、昇ったり降りたりします。

● 1回 10 分を 1日に２～３回行うのが理想的。

●実施中はおなかを引き締めて行うと、腰への負担が少なくなります。

無理なく続けていくことで、より効果が体感できます。

はじめは低い高さでやってみる、実施時間を短くして慣れてきたら時間や回数

を増やしてみる等、自分流に工夫して行ってもいいですね♪また、家の中でも

急激な温度変化に注意しましょう。準備体操をしてから行うのがお勧めです。
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食
育
コ
ー
ナ
ー　

第
14
回　

吉
賀
町
こ
ど
も
食
育
フ
ェ
ア

講師の辻広明氏

　

10
月
29
日
、
土
曜
日
、
六
日
市
体
育

館
を
会
場
に
、
第
14
回
吉
賀
町
こ
ど
も

食
育
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
吉
賀
町
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
る
食
育
活
動
に
対
す
る
理
解
や

関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
お
り
、
こ
の
日
は
乳
幼
児
か
ら
小
学

生
の
保
護
者
・
地
域
の
方
、
お
よ
そ

１
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
講
師
に
お
招
き
し
た
の
は
福
岡

県
の
大
橋
保
育
園
園
長
の
辻つ

じ

広ひ
ろ
あ
き明

さ
ん

で
す
。
親
子
遊
び
「
こ
ど
も
と
一
緒
に

笑
顔
に
な
ろ
う
」
と
題
し
て
、
親
子
で

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
ふ
れ

あ
い
、
笑
顔
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
辻
さ
ん
は
、
大
人
の
都
合

に
合
わ
せ
る
子
育
て
に
な
っ
て
い
な
い

か
と
来
場
者
に
問
い
か
け
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
特
別
な
も
の
が
な
く
て
も
、
子
ど

も
と
体
を
触
れ
合
う
だ
け
で
子
ど
も
た

ち
の
心
が
育
ち
、
体
が
鍛
え
ら
れ
る
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
食
に
関
す
る
12
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
み
そ

玉
み
そ
汁
づ
く
り
や
、
お
に
ぎ
り
の
試
食
、

野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
「
い
つ
も
以
上
に
子

ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
。
」
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
て
楽
し
く
過
ご
せ
た
。
」
「
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ー
ス
が

あ
り
、
た
っ

ぷ
り
楽
し
め

た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ

食
育
に
つ
い

て
学
ぶ
よ
い

１
日
に
な
っ

た
よ
う
で
し

た
。

食育を通じて親子のふれあいを育む

クイズや体験コーナーで楽しむ

保健福祉だより

健
康
コ
ー
ナ
ー　

吉
賀
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　

開
催

　

10
月
24
日
（
月
）
、
柿
木
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
に
て
、
15
回
目
と
な
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
総
勢

79
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日

和
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
吉
賀
町
健
康
づ
く
り
推

進
会
議
会
長
の
桑
原
恒
夫
さ
ん
に
よ
る

柿
木
の
歴
史
や
自
然
を
交
え
た
コ
ー
ス

紹
介
を
聞
き
、
そ
の
後
健
康
運
動
指
導

士
の
中
村
晴
嘉
さ
ん
指
導
の
も
と
で
入

念
に
準
備
体
操
を
し
て
か
ら
だ
を
温
め

て
か
ら
出
発
。
柿
木
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
て
柿
木
中
山
を
１
周
す

る
約
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、『
吉

賀
町
小
水
力
発
電
所
』
へ
も
立
ち
寄

会
の
最
後
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
甘
酒
ゼ
リ
ー
を
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
11
人
の
小
学
生
の
参
加
も
あ

り
、
い
つ
も
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気

で
、
大
変
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
大
会
に

な
り
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
や
秋
の
草
花

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
方
も
い
た

よ
う
で
、
柿
木
の
秋
の
景
色
や
水
の
豊

か
さ
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
、
気
持
ち
よ

く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
平
成
29
年
春
に
開
催
予
定

で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

り
、
「

ふ

だ
ん
は
訪

れ
る
機
会

の
な
い
施

設
の
見
学

が
で
き
て

よ

か

っ

た
」
と
大

変
好
評
で

し
た
。
大

健康ウォーキング大会　スタート！

普段は見れない施設を見学



文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
川
柳
》

世
代
越
え
い
た
わ
り
交
流
宝
拾
い　
　
　
　

大
庭　

寛

労
り
と
慰
め
心
で
生
き
る
日
　々
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

労
わ
れ
る
そ
っ
と
お
い
し
い
お
弁
当　
　
　

斉
藤　

良
子

他
愛
な
い
労
わ
る
言
葉
気
力
で
る　
　
　
　

岩
上　

武
史

孫
達
の
労
わ
り
老
い
の
身
に
沁
み
る　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

労
わ
ら
れ
ア
タ
マ
の
隅
に
淋
し
さ
が　
　
　

大
場　

博
明

扇
風
機
労
わ
り
仕
舞
い
炬
燵
出
し　
　
　
　

安
永　

藤
子

年
を
取
り
腰
労
わ
れ
ば
足
痛
く　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

石
投
げ
て
い
た
わ
り
も
せ
ず
猫
を
お
う　
　

斉
藤　

絹
子

労
わ
り
の
心
乏
し
い
事
件
ま
た　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

ジ
ジ
バ
バ
を
労
わ
っ
て
く
れ
る
孫
娘　
　
　

大
庭　

和
子

末
期
癌
と
知
り
つ
つ
甥
に
労
わ
り
し　
　
　

田
村　

民
子

死
ん
だ
猫
労
わ
る
今
ま
で
あ
り
が
と
う　
　

皆
田　

卓
宣

労
わ
っ
て
手
と
手
を
つ
な
ぐ
老
夫
婦　
　
　

水
上　

健
二

何
型
か
霞
が
関
は
解
散
風　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　
　

ミ
ニ
ト
マ
ト

　

中
村　

重
満

　

今
で
は
吉
賀
町
の
特
産
物
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ミ
ニ

ト
マ
ト
で
す
が
、
私
の
農
協
職
員
時
代
の
記
憶
を
辿
れ

ば
、
大
量
に
生
産
さ
れ
市
場
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
意
外
な
き
っ
か
け
か
ら
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
～
五
十
五
年
こ
ろ
で
す
か
ら
、
現
在
の

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
六
日
市
支
所
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
横
町
に

あ
っ
た
旧
六
日
市
町
農
協
会
館
が
移
転
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
の
こ
と
で
す
。
当
時
は
農
協
の
事
務
所
の
二
階
に
共
済

組
合
と
食
糧
事
務
所
が
同
居
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
協
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
徳
山
青
果
に
イ
ン
ゲ
ン

を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
朝
イ
ン
ゲ
ン
の
集
荷
を
終

え
て
事
務
所
に
帰
る
と
食
糧
事
務
所
の
上
山
さ
ん
が
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
イ
ン
ゲ
ン
の
出
荷
袋
に
丁
寧
に
詰
め
て
「
ほ

う
ず
き
ト
マ
ト
（
当
時
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
こ
う
呼
ん
で
い

た
）
が
家
の
周
り
に
た
く
さ
ん
出
来
る
の
で
イ
ン
ゲ
ン
を

出
荷
す
る
つ
い
で
に
出
荷
し
て
み
て
く
れ
ん
か
」
と
言
っ

て
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
市
場
に
出
荷
し
て
み
る
と

思
っ
た
以
上
に
好
評
で
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
町
内
全

域
で
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寄
稿
コ
ー
ナ
ー

　

《
短
歌
》

暮
れ
急
ぐ
夕
日
背
に
受
け
帰
り
行
く

　
　

子
等
の
背
中
に
熊
追
い
の
鈴　
　
　
　

佐
々
田　

登

紅
葉
狩
り
妹
夫
婦
誘
い
来
て

　
　

至
福
の
時
を
記
憶
に
残
し　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

遠
き
日
に
探
し
求
め
て
野
の
花
の

　
　

荒
れ
た
る
庭
に
時
期
告
げ
て
咲
く　
　

角
河　

淑
子

　
　

草
引
き
も
又
楽
し

沖
永　

愛
子

　

早
く
伸
び
て
隣
を
見
下
そ
う
と
す
る
草
は
根
張
り
が
追

い
付
か
ず
引
き
抜
き
や
す
く
、
足
元
か
ら
先
に
固
め
て
い

く
草
は
掴
む
だ
け
で
は
抜
け
ず
鍬
で
起
こ
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
植
物
達
の
生
存
術
は
退
り
な
く
様
々
で
、
少
々

の
事
で
は
絶
え
な
い
仕
組
に
成
っ
て
い
る
。

　

幾
億
年
前
の
種
の
発
芽
、
深
海
で
退
り
な
く
生
き
続
け

る
生
物
、
そ
れ
を
司
ど
る
遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
と
は
一
体

何
者
？
も
し
、
も
し
か
で
す
、
人
が
核
失
配
、
人
類
滅
亡

し
た
と
し
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
働
け
る
の
か
？

　

草
を
引
き
つ
つ
、
あ
ら
ぬ
空
想
に
耽
る
も
、
長
年
の
慣

れ
で
手
は
休
ま
な
い
、
力
足
ら
ず
を
根
気
で
補
い
乍
ら
、

時
に
は
蛙
の
ミ
ミ
ズ
争
奪
戦
に
出
合
い
、
一
茶
僧
の
様
に

ヤ
セ
蛙
に
加
勢
し
た
り
、
又
、
カ
マ
キ
リ
と
鉢
合
せ
の
時

は
一
瞬
双
方
が
退
く
、
へ
ん
な
頭
ネ
、
首
を
傾
げ
て
見
る

と
カ
マ
キ
リ
も
傾
げ
る
、
右
へ
傾
げ
る
と
右
へ
、
左
へ
傾

げ
る
と
左
へ
、
繰
り
返
す
其
の
仕
草
が
、
お
か
し
く
て
、

仲
良
し
に
、
と
、
一
歩
近
ず
く
と
、
大
き
く
鎌
を
振
り
上

げ
た
「
オ
ヤ
ッ
鎌
な
ら
私
の
方
が
大
き
い
け
ど
」
と
、
思
っ

た
が
負
け
た
振
り
を
し
て
逃
げ
て
上
げ
る
。
時
折
は
、
こ

ん
な
茶
番
劇
を
演
じ
た
り
で
適
当
に
は
息
抜
き
を
し
、
後

を
振
り
返
る
と
、
花
達
が
涼
し
そ
う
に
首
を
振
る
。

寄
稿
コ
ー
ナ
ー
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寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

《
俳
句
》

野
分
し
て
雀
の
影
の
納
屋
あ
た
り　
　
　
　

大
場　

博
明

葡
萄
狩
り
ワ
イ
ン
も
買
う
て
帰
り
け
り　
　

斎
藤
ル
リ
子

男
郎
花
一
本
ど
す
ん
と
大
壺
へ　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

秋
収
め
す
く
も
焼
く
田
に
煙
這
ふ　
　
　
　

三
浦　

一
美

秋
の
日
に
ホ
ー
ン
の
長
く
見
送
ら
れ　
　
　

村
田　

綾
美

朝
一
番
大
き
な
声
と
間
引
菜
と　
　
　
　
　

河
野　

由
希

今
は
亡
き
人
を
思
う
や
夕
花
野　
　
　
　

よ
し
ざ
き
清
子

幾
人
に
追
ひ
越
さ
れ
し
や
う
す
ら
寒　
　
　

斎
藤
ツ
ル
子

閉
架
図
書
と
り
に
二
階
へ
う
ろ
こ
雲　
　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

矢
富　

ひ
か
り　

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

拓
道
・
礼
華
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　
　

持
田　

梅
（
う
め
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

港
・
杏
奈
さ
ん
の
子　
　
　

柿
木

　
　
　

行　

彩
羽
（
い
ろ
は
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

達
哉
・
千
由
里
さ
ん
の
子　

六
日
市

　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

安
藤　

カ
ネ
コ　

さ
ん　

87
歳　
　
　

広
石

　
　

小
林　

肇　
　
　

さ
ん　

94
歳　
　
　

柿
木

　
　

山
吹　

定
美　
　

さ
ん　

84
歳　
　
　

樋
口

　
　
　

田　

サ
カ
ヱ　

さ
ん　

100
歳　
　
　

福
川

　
　

吉
村　

杉
枝　
　

さ
ん　

74
歳　
　
　

六
日
市

　
　

安
永　

リ
ツ
エ　

さ
ん　

93
歳　
　
　

田
野
原

　
　

桑
原　

マ
チ
ヱ　

さ
ん　

100
歳　
　
　

柿
木

　
　

水
﨑　

丈
子　
　

さ
ん　

90
歳　
　
　

白
谷

　
　

寺
戸　

傳　
　
　

さ
ん　

83
歳　
　
　

蓼
野

　
　

河
野　

イ
サ
子　

さ
ん　

99
歳　
　
　

柿
木

　
　

原
島　

千
鶴
子　

さ
ん　

94
歳　
　
　

立
河
内

　
　

房
﨑　

君
子　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

注
連
川

　
　

松
前　
　
　
　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

六
日
市

　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
11
月
号
№
１
３
３
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
６
頁　

お
知
ら
せ　

職
員
給
与
の
状
況
【
１
／
４
】

（1）
人
件
費
の
状
況　
　
　
　

誤　

25
年
度
の
人
件
費
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正　

26
年
度
の
人
件
費
率

・
８
頁　

お
知
ら
せ　

職
員
給
与
の
状
況
【
３
／
４
】

（8）
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　

誤　

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　

正　

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）
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0
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8
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7
7
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吉
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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ア
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レ
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h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
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吉
賀
町
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

i
n
f
o
@
k
m
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

4

6 ：00 

●ニュースサンネット

3

6：00 

●情報ネットしまね 

　11月号

2

6 ：00 

●ニュースサンネット

11

6 ：00 

●ニュースサンネット

10

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.3

9

6：00 

●ますますおいしい 

　12月放送分

8

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 12月号

7

6：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.9 

6

6 ：00 ～ 21：00 

●第67回近県学校

　音楽大会（3時　

　間毎）

5

6 ：00 

●ニュースサンネット

18

6 ：00 

●ニュースサンネット

17

6：00 

●情報ネットしまね 

　12月号

16

6 ：00 

●きょうの健康（3

　時間毎）

15

6：00 

●快傑！石見ふしぎ

　探偵社＃64

14

6 ：00

●LOOKING FOR 

　アクアス11月号 

 

7：00 

●釣り天国！石見 

　11月号

13

6 ：00 ～ 21：00 

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　11月放送分 

　（3時間毎）

12

6 ：00 

●ニュースサンネット

25

6 ：00 

●ニュースサンネット

24

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.3

23

6：00 

●島根県中学校弁論

　大会

22

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 12月号

21

6：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.9

20

6 ：00 

●三江線活性化番組

19

10・15・20～ 

●ニュースサンネッ

　ト 年間総集編 

　（4月～5月）

28

10・15・20～ 

●ニュースサンネッ

　ト 年間総集編 

　（1月～3月）

27

6：00 

●出雲国風土記シン

　ポジウム（3時間

　毎）

26

再

再

新型ＳＴＢ登場 !

詳しくはサンネットにちはらまで…

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間

6 ：00 

●きょうの健康（3

　時間毎）

1

10・15・20～ 

●ニュースサンネッ

　ト 年間総集編 

　（8月～10月）

30

10・15・20～

●ニュースサンネッ

　ト 年間総集編 

　（6月～7月）

29

今月のオススメ番組

再

再

121212

再

再

再

再

10・15・20～ 

●ニュースサンネッ

　ト 年間総集編 

　（11月～12月）

31

6：00 

●町長年頭挨拶

1/1

再

2016
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送　  　…再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

2016年中に放送した「ニュースサンネット」を２７日～31日

にかけて一挙に放送します！見逃した方、ぜひご覧ください！

ニュースサンネット年間総集編

27日：　1月～  3月放送分　　28日：　4月～  5月放送分 

29日：　6月～  7月放送分　　30日：　8月～10月放送分 

31日： 11月～12月放送分　 

（10：00・15：00・20：00に３回放送）


